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2018 第４３回「北の住まい」住宅設計コンペ募集要項 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

計画条件 

・北海道内の地域と敷地、住戸形式、家族構成等は自由に設定して 

ください。 

 

賞金 

・最優秀賞   ２５万円（１点） 

・優秀賞      ５万円（２点） 

・奨励賞      ２万円（４点） 

 

締切 

・２０１８年８月７日（火）  持参の場合は１６時必着。 

なお、土曜日、日曜日は、受付できません。 

郵送の場合は８月７日消印有効。 

 

参加資格 

・一般、学生等を問いません。 

・北海道内居住者とします(学生・生徒は北海道内の教育機関に在籍し 

  ている者に限ります)。 

・個人参加、グループ参加は自由です。 

 

提出物 

（１）図面     作品名、設計趣旨及び設計意図を表現する図面（縮尺は 

自由）。 図面には、氏名、記号、サインなどを記入しないで 

ください。 A1（８４１×５９４）サイズ一枚、横づかい。表現は 

自由です。ハレパネ又はスチレンボード（厚さ５㎜程度） 

などでパネル化してください。 

（２）返信用ハガキ 

      受付番号をお知らせするために使用しますので６２円の官製 

ハガキに応募者の住所、氏名を記入して提出してください。 

         （官製ハガキ以外は、受付できません。） 

（３）応募用紙  

応募作品の「作品名」と応募者の郵便番号、住所、氏名 

（フリガナ）、所属先名（学生は、学校名・学年）、電話番号 

をＡ４版の用紙に記入して（形式は自由）応募作品とともに 

提出してください。 
 

提出先 

〒060-00４２ 札幌市中央区大通西５丁目１１ 

大五ビル ６階 

一般社団法人 北海道建築士事務所協会 

TEL 011-231-3165 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ http://www.do-kjk.or.jp/ 

 

 

 
                            
 

 

 

 

 

 

 

 

 

審査委員（委員は五十音順） 

委員長    米田  浩志   北海学園大学工学部 教授 

委  員    赤坂真一郎   ㈱アカサカシンイチロウアトリエ 代表取締役 

委  員    小澤  丈夫   北海道大学大学院工学研究院 教授 

委  員    小西  彦仁   ヒココニシアーキテクチュア㈱ 代表取締役 

委  員    佐藤    孝   北海道科学大学工学部 教授 

委  員    澤田  貞和   ㈱日本工房 代表取締役 

委  員    松田  眞人   ㈱都市設計研究所 代表取締役 
 

選考経過 

➀ 一次審査（２０１８年８月 22 日～24 日） 

一次審査通過者の受付番号は９月３日（月）に主催者ホームページ 

（www.do-kjk.or.jp/）で発表します。 
 

 ➁ 二次審査（２０１８年９月 19日 10:30～） 

  一次審査通過作品からベスト１０を選出します。 
 

  ➂ 最終審査（２０１８年９月 19日 13:00～） 

   二次審査通過作品（ベスト１０）から各賞（７作品）を決定します。 

   最終審査は「公開審査」とし、札幌全日空ホテル 23 階白樺で行います。 

 
 
入賞者発表 

  ・ ２０１８年９月下旬 

入賞者に直接通知するとともにホームページでも発表します。 

 

入賞作品の展示等 

① ２０１８年 10月 22日（月） ～ 10月 26日（金） 

大五ビル ６階ホール（札幌市中央区大通西５丁目１１） 

② ２０１８年 11月 2 日（金） ～  11月 4 日（日） 

札幌地下街オーロラタウン 

・１次審査通過作品は、協会広報誌「ひろば」（１２月発行）に掲載します。 

 また、最優秀賞の方には、同誌への寄稿をお願いしています。  

 

応募作品の著作権等 

・応募作品の著作権及び版権は、応募者のものとします。ただし、この 

事業の趣旨に基づいて、主催者が図書の出版や、新聞、雑誌、その 

他に掲載又は啓発宣伝などに利用する場合は無償で認めるものとし 

ます。 

・応募作品は原則として返却しません（返却希望の場合は、事務局に 

相談してください）。 

 

 

 

 

主催  （一社）北海道建築士事務所協会 

後援  北海道 

（一財）北海道建築指導ｾﾝﾀｰ 

（一社）北海道建築士会 

（公社）日本建築家協会北海道支部 

（一社）日本建築学会北海道支部 

（株）北海道建設新聞社 

「場所を受ける」 

  建築には、場所が必要です。森の中や里山であったり、まちにはビ

ルの隙間にある狭小地や原っぱもあります。もちろん住宅地もあるで

しょう。地面を見れば、傾斜地、石だらけの土地、一面の野花、広大

な雪原もあります。 

あなたは、場所を探すことから始めて下さい。場所を取り巻く環境

や地形から様々なことに気づくでしょう。そして、その場所から生ま

れる新しい住まいを創造してください。 
 


